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1. まえがき

無線通信技術の発展により，任意の無線 LAN 端末
（STA: Station）を携帯電話網経由でインターネットに
接続可能なモバイルルータ（MR: Mobile router）が普
及している．ユーザは MR を利用することで，屋外で
も STAをインターネットへ接続することが可能である．
故に，ほとんどのMRはバッテリ電源により稼働する．
そのためユーザは，災害時など再充電が困難な場合にお
いて，電力消費を低減し，MRの稼働時間を延長させる
ことを考えなければならない．そこで筆者らは，複数の
ユーザが所有するMRを 1台ずつ共用し，MR間で STA
の接続情報を共有して再接続処理を省略することで高速
再接続を実現するMR協調動作方式を提案した [1]．本
稿では，提案した協調動作方式を小型コンピュータ上に
実装し，その性能評価を行う．
2. 提案方式

本章では，先行研究 [1]で提案したMR協調動作方式
の概要について解説する．提案方式では，協調動作中の
複数のMRでMRグループを形成し，交代で 1台のMR
のみが稼働するように，グループ内で無線 LANの接続
情報を引き継ぐ．稼働中のMRが変更されても，STAか
らは同一の MRに接続しているように見えるため，無
線 LANの再接続に関わる一切の処理を完全に省略する
ことができる．MRグループは，稼働中のMR（マスタ
MR）とスリープ状態で待機中のMR（メンバ MR）に
より構成され，マスタ MRがMRグループや接続情報
を管理しながら，STAからの通信要求を受信することで
動作する．

MRグループの管理制御には，MR間の接続処理，MR
の参加・離脱を実現するためのグループ管理，マスタMR
が管理する接続情報の移譲処理がある．各制御処理は，
MR間のフレーム交換により実現することを想定してい
るため，提案方式では，Vendor Specific Action Frameを
基にChange AP Action Frameを規定し，Valueフィー
ルドに 1～9の値を格納することで，各制御で必要なメッ
セージを指定する．
3. 実装

本章では，実環境における性能評価実験を実施するた
め，小型コンピュータ Raspberry Pi 上に提案方式をソ
フトウェアとして実装する．

本方式を実装する前段として，Raspberry PiがMRと
して動作するよう準備する．図 1に示すように，USB用
無線 LANインタフェースを接続した Raspberry Piに，
AP機能を提供する hostapd と DHCPサーバ機能を提
供する isc-dhcp-serverを導入し，送受信パケットを制御
するためパケットフィルタの設定を行った．

実装する移譲処理の動作について図 1を用いて解説す
る．本実装では，まず図 1（1），（2）のように，isc-dhcp-
serverと hostapdから，それぞれ DHCP設定情報と無

線 LAN 設定情報を取得し，マスタ候補 MR へ移譲要
求フレームを送信する（3）．その後，マスタ候補 MR
は移譲応答フレームをマスタMRへ送信する（4）．移
譲応答フレームを受信したマスタ MRは，（1），（2）で
取得した DHCP設定情報と無線 LAN設定情報を基に，
MR設定情報フレームと端末設定情報フレームを作成し，
マスタ候補 MRへ送信を行う．MR設定情報フレーム
と端末設定情報フレームを受信したマスタ候補 MRは，
isc-dhcp-serverと hostapdの設定を行い，各ソフトウェ
アを起動する（5），（6）．
4. 性能評価

先行研究では，移譲処理に要する時間を評価基準とし
て，理論計算により本方式の性能評価を行った．本章で
は，この評価結果との比較分析を実施するため，先行研
究と同様に移譲処理に要する時間を評価基準に定め，実
環境，及び実験手順について検討する．
実験準備として，提案方式を実装したRaspberry Piを

2台用意し，Ethernetケーブルで接続する．また，無線
LANインタフェースの最大端末収容数を考慮し，STA
を 5台用意しマスタ MRへ接続する．実験では，マス
タ MRが移譲処理を実行し，メンバ MRへマスタ権限
を移譲する．メンバ MRは引き継いだ情報を基にルータ
設定を更新する．このとき，移譲処理の開始からルータ
設定更新が完了するまでの時間を評価値とする．また，
評価値としての妥当性を証明するため，ルータ設定更新
完了後，端末からメンバ MRを経由してインターネット
にアクセス可能であるか確認を行う．
5. むすび

本稿では，無線 LANにおける高速再接続を実現する
MR協調動作方式の提案，及びその実装を行った．また，
今後の課題として実環境上における性能評価実験を行う
予定である． 文 献
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図 1 実装する提案方式のアーキテクチャ
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